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告・調査・情報サービス、特殊産業機械、鋼材などの部門で上がっている。係数が減少し
ているのは、商業、金融・保険、通信などの産業である。ここでもITを供給する産業の
なかには管理的職業従事者に対する集約度を強めているものがあり興味深い。事務従事者
については雇用の増加は比較的低率であり、多くの部門で労働係数が減少してい乱しか
し、教育、鋼材などでは実数も労働係数も増加している。これらの部門ではIT革命の効
果があまりみられないと言える。郵便・通信事務員は意外に増加率が少ない。またこの労
働の主な需要先である通信部門において特に顕著なように、この職業の労働係数は大幅に
減少していることが特徴的である。電子計算機等操作員については85年から90年にかけ
て大幅に増員されその後やや人が減らされる動きとなっている。またその他の対事業所サ
ービスや出版・印刷部門で労働係数が増加している他は、ほとんど減少を示してい乱郵
便・通信事務員や電子計算機等操作員など、IT関係の業務に直接携わる労働の生産効率
は上昇傾向と言えそうである。表8－12と8－13はIT革命によって省力化が期待される販
売従事者と広告宣伝員についてである。ところが販売従事者も広告宣伝員も！0年間を通
じてどの産業でも増員されており、労働係数も多くの都門で上がっている。ただし金融・
保険と電子・通信機器、白動車などの部門では販売従事者の労働係数が下がってい乱情
報化は実はまだあまり進展していないのか、あるいは情報化は予想に反してこれらの労働
を増やす性質をもつものか、今後検討する必要がある。
　表8－15～8－18は作業者に関するものである。そのうち電気機械器具組立・修理作業者
と電気作業者については増員をする産業が目立ち、印刷・製本作業者、製図工・写図工に
ついては減員されたり、労働係数が低下したりする産業が多い。電気機械器具組立・修理
作業者は電気関係の製造業に多く、電気作業者は土木・建築で多いが・商業やその他の対
事業所サービスのようなサービス部門でも増員の傾向である。さらに、印刷・製本業者が
プラスティック製品や自動車という製造業で増加していたり、製図工・写図工がその他の
対事業所サービス、商業、広告・調査情報サービスといったサービス産業で大きく増加し
ている点は興味深い。ITの浸透による生産工程の変化がこのような現象を引きおこす可
能性が考えられるので、今後、なぜこのような観察結果になるのかを詳しく検討していき
たい。
4．まとめ
　以上1985－90－95年接続産業連関表を用いて、IT革命が与える影響について概観した。
すると、ITを供給する産業は確実に成長しており、諸係数の大きさを見てもこれらの産
業の重要性は確実にたかまっている。しかしIT革命が取引や物流にどのように関わるか、
IT革命が本当に中間需要や最終需要の構造を変革して行くかどうか、という問題につい
ては今後も継続的に分析をつづけていかなければならないだろ㌔
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　また本研究では1985－90－95年の10年問でIT革命による変化が進行しつつある、とい
う仮説の下で観察を行ってきた。するとIT供給産業の仲びが大きいという意味ではその
仮説が支持されるが、その一方のITの効果は雑誌等の記述とはかなり違った変化を示す
場合がある。これは、じつのところこの10年にIT化はそれほど進んでいないためなのか、
あるいはたとえ進んでいたにせよその効果がまだはっきり現れていないからなのか、今後
明らかにする必要がある。
　それに加えて本研究で付随的に明らかになったことは、情報化の進展と同時にサービス
産業の比重の拡大とサービス産業間の中間取引が活発になったと見られること、同じサー
ビス産業でも諸係数の時系列変化が異なるいくつかのグループが存在するという事実であ
る。たとえば、商業や金融・保険という部門はサービス化時代のあらたな“産業の米”と
して、基礎素材産業と同じような性格を強めている。かつて鉄鋼産業などで見られたよう
な大量生産による労働係数の低下がこの産業で特徴的であった。その一方で対企業サービ
ス、広告・調査・情報サービス、道路輸送などでは、より雇用吸収的な色彩を持ちながら
成長している。いずれにしてもサービス産業は雇用に与える影響が大きいだけに、各サー
ビス産業における労働の投入関数の性質について調べることは重要である。また、よく考
えてみるとIT技術は本質的にサービス産業における技術革新である。おそらく製造業に
おける生産工程を一新するというよりは、サービス産業の業務形態を変革するという側面
が大きいと思われる。これまで産業連関分析においてはサービス産業の分析にウェイトが
おかれることが少なかっただけに、今後、産業連関の枠組みの中でサービス産業について
捉えなおしておくことが重要だと思う。IT披術がサービスの技術であったとしてもその
影響が産業連関的効果を通じて製造業に大きな波及をもたらすとすればなおさらである。
またIT技術普及の効果を経済全体的な視点から評価するためには、サービス産業間で活
発化したと見られる相互依存関係について整理し、新たにどのような生産誘発効果が引き
起こされるようになったかを解明する必要がある。
　高度成長とそれ以後の時代、日本は中小企業を雇用の受け皿としつつ重化学工業を成長
させ、投資あるいは輸出をのばすことで需要を創出してきた。そのシナリオが行き詰まり
を見せていることははじめに述べたとおりである。そこで今後は①製造業の中小企業に加
えてサービス産業を雇用の受け皿としてハード・ソフトのIT供給産業が成長する、②そ
れに応じて拡大したIT関連財の供給に対して国内の中問需要や民間消費あるいは投資を
伸ばすことで販路を確保する、③IT技術を最もよく利用する産業としてのサービス産業
が相互依存性を高めながら成長する、④IT技術を利用して国内市場を解放し輸出・輸入
の範囲を拡大しつつ機械輸出に偏重した現在の産業構造を改変する、というような新しい
シナリオが必要である。図11はそのようなシナリオに対応した産業構造の体系を試みに
図式化したものである。高度成長時代以来ずっと築かれてきた図1に示されるような構造
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体系がこのような形に変化しうるかどうかについて、今後の研究で実証的に解明していき
たい。
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